






















































立 山 杣 彦
0出張期間　1984年3月17日～4月5日
。訪問国名　インド
。訪問機関名　Indian　Institute　of　Public　Administration（IIPA）
o研究課題インド公企業をめぐる諸問題
O研究調査概要
　私は，今回のインド訪問まで，同国を書籍・論文等の活字を通してしか見ることができ
なかった。実際に現地を訪れインドの現実の一端に触れることができたことは，きわめて
有意義であった。ことに，2週間にわたりインドの人達と生活を共にすることができ，貴
重な体験をした。すなわち，アジア経済研究所主任研究員伊藤正二氏より紹介して戴いた
IIPA財政部門M．　J．　K．　Thavaraj教授の御世話でニューデリーの同研究所のHOSTEL
に宿泊し，インドの人達と共にインド式の部屋で寝起きし，インド式の食事をしたのである。
インド到着直後に宿泊した欧米式のホテル（植民地社会における「白人の飛地」のような
感じ）での生活とは，正反対と言ってもいい位であった。インドに対する感想等について
は，紙数の関係から詳しく述べることはできないが，人口・就業問題の深刻さは予想以上
であり，きわめて衝撃的であった。日本との文化・民族性の相違もきわめて印象的であ
った。また，衛生状態の劣悪さ，通信網の不備も気になった。
』私は，今回のインドでの公企業研究のための出張に際し，次のような目標を設定した。
（1）資本・経営・技術面での「多国籍企業」を中心とする外国資本とインド公企業との関係，
および援助等を媒介とする先進資本主義国政府（世銀等の国際機関）とインド公企業との
関係を明らかにすること；（2）資本・経営・技術面での土着財閥とインド公企業との関係を
明らかにすること；（3）公的金融機関の民間企業に対する融資・株式保有および公私共同部
門の実態を明らかにすること；（4）1960年代末以後における「国有化の洪水」の経済的・政
治的契機を明らかにすること。
　以上の問題領域および関連領域について，IIPAおよび日本貿易振興会ニューデリー事務
所において資料収集を行うとともに，前出のThavaraj教授および同事務所市場調査員
S．Majumdar氏より聴取調査を行った。以上の詳細についてここで触れる余裕はないが，
今後，収集した資料等を使用し，以上の問題領域について一定のまとめをやっていく予定
である。
　最後に，貴重な機会を与えて戴いた東南アジア研究助成会に深く感謝の意を表したい。
